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農地維持活動に取り組んだきっかけ
•Team雑田堀の母体組織である「雑田堀に親しむ会」
は、農地維持活動に取り組む以前から水路の清掃活
動等を行っていた。

•府中市からはこのような活動に対し、委託料が支払わ
れていたが、市が市民協働を推し進めるなかで、こう
した活動を委託業務から地域づくりのボランティア活
動へと転換を図っていく方針が示された。

•こうした状況を受け、「親しむ会」は市の農政担当課に
相談したところ、東京都から紹介のあった「多面的機
能交付金」の導入の打診があり、取組を決定した。



１．農業者以外と協働する
「地域資源の保全活動」
の内容



農業者以外が参加したきっかけ
①農業用水路の希少化

・都市化の進む府中市では、

主な用水路は蓋が掛けられ、

緑道や歩道などに整備済み

・この区間の雑田堀は、中に

入って遊ぶ子どもたちの歓声

が聞こえる希少な農業用水路



農業者以外が参加したきっかけ
②地元の小学校の農業体験学習

・地元の小学校は、ＰＴＡや地域との連携を図りながら、

自然とのふれあいや農業体験学習に先進的に取り組
んで来ている。



農業者以外が参加したきっかけ

農業者や地域住民

・用水路や希少な環境を残したい。

ＰＴＡ

・子どもたちの遊び場を守りたい。

小学校教職員

・地域教育の研究協力校となり、
「用水路と多摩川」を研究テーマ
として、子どもたちに教えたい。

③用水路への思いが共通⇒活動開始

・教職員、ＰＴＡ、

児童などが先導

する形で清掃が

始まった。

・参加者は、毎月

５０人位。



・地元の小学校を中心に、ＰＴＡや地域との連携が
元になって、始まったため。

農業者：農業者以外 ＝ １：９
男性 ：女性 ＝ ４：６
子ども ：壮年 ：高齢 ＝ ５：３：２

活動参加者の割合

農業者以外が参加したきっかけ
④参加者に農業者以外や女性が多い・・・

交付金を契機に、
参加者増と多様化

活動参加者の変化



地域資源の保全活動の内容
①清掃活動・・・用水路

夏の様子 冬でも行う



地域資源の保全活動の内容
①清掃活動・・・ビオトープ
・土盛りやポケットパークの草刈り
・ガマの刈取り
・ビオトープ内の植物の管理（外来種の排除）



地域資源の保全活動の内容
②用水脇へ「日日草」の植栽活動

・親水路の両側に植え付け
・前年に採種して育てた自前の苗



地域資源の保全活動の内容
②用水脇へ「日日草」の植栽活動
・効果１ ⇒地域資源の魅力がUPして、往来者が増加！

・効果２ ⇒ごみも減った！



地域資源の保全活動の内容
③ビオトープへ「絶滅危惧種」の移植
・府中市自然環境調査委員長や元都立植物公園長の指導

⇒ ⇒



地域資源の保全活動の内容
③ビオトープへ「絶滅危惧種」の移植
・府中市内の大学による移植

（大学の教育にも使用される）

・不明な植物は大学へ持ち込み、

同定作業をしてもらう

・ビオトープの野芝による防草は、

大学との相談によるもの

・大学から小学校へ環境教育の出前



地域資源の保全活動の内容
④流域農地で「ひまわり」栽培
・緑肥や景観形成を図り、地域の方々の

地域資源に対する関心を高めるため、

約３０ａに「ひまわり」を蒔く（自主事業）

・農業者、援農ボランティア、ＪＡマインズが連携



Team雑田堀
の活動が、
ＪＡ広報誌
「まいんず」
で紹介され、
地域へ情報
を発信




